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第 1章序 論
覚醒アミン慣用者は戦後急速にあらゆる分野に拡
がり，最初は文筆家，芸能人，夜の仕事をするダン
サー，バンドマン，娼妓又は麻雀，賭|専をする連中に
限られていたのであるが，その後学生・会社員その
他あらゆる分野K拡がった。特に青少年に多く，そ
の害毒は彼等を蝕み，犯罪の温床となり，都会のみ
ならずその慣用者は農漁村にまで拡まり，昭和 29年 
5月厚生省の調査に依ると 150万の覚醒アミン中毒
患者が全国民うとめいていると言われる。近年彼等 
lζ対し適切な対策が取られ，昭和 26年覚醒剤取締法
が制定され，更に昭和 29年秋から取締りも一段と厳
重になり当局の活動に依り闇製造，闇販売のルート
が断たれ，他面民間人に対する活滋な啓蒙運動と相
侠ち最近急速にその慣用者が減じつつあるととは寒 
K欣快K堪えない。社会悪K対して乙のように一致
して国民運動が行なわれた例は今迄に余りないこと
であるが，それだけに覚醒剤中毒の爆発的な流行が
如何K強烈なものであったか想像するに難くない。
然しその慣用者は散発性に見られるのみならず，彼
等は他の薬剤即ち麻薬，催眠薬，クロールプロマジン
等の慣用者に移行し，叉是等薬剤を仲介としてやく
ざ世界に出入する等，覚醒中毒の潜在化，悪質化の
傾向は漸次著明になりつつあり，表面的には覚醒中
毒が少なくーなっているが未だ幾多の問題を遺してい
る。而しでかかる覚醒アミンの爆発的流行は我が国
独特のもので外国に於いてその中毒者無しとしない
がその数極めて僅少である。かくて我国に於いては
次 
DI.覚醒アミン精神病以
外の精神病
第3章考 按
第4章総 括
医学面l乙於いて斯る青少年に対する真剣な治療に取
組み，それと同時に叉多数の観察，統計が為され，
その報告も続々と後を断7こぬ。余も叉彼等に接し観
察治療を行なっている中偶々瞳孔所見に変化のある
ことに気付くと共K，精神分裂病と浅からぬ関係を
有しているかの如く思われま主に本格的調査を開始し
た。その所産を敢に報告する次第である。
第2章統計的観察
調査期間は昭和28年 5月より昭和 29年 5月迄の 
1年間であるが，既に退院した患者は病歴に依って
調査し，昭和 26年 4月迄さか上った。対象は本学教
室並に千葉市千葉寺町 188医療法人中村病院の入院
患者である。総数 81名中男子 80名，女子 1名で男
子が圧倒的に多い。是を 1，覚醒アミンI脅癖乃至慢
性覚醒アミン中毒群， n，覚醒アミン精神病群及び 
DI，覚醒アミンl乙因らない他の疾患群と三大別して
観察することにする。 
I. 覚醒アミン曙癖乃至慢性覚醒アミン中毒群
表中空欄のものすべて不明の意で、ある。
総数 28名につき考察するに 
[lJ性:男子 28名，女子なし， 
[2J年令:16才--30才，その年令的分平を示せば
図の如く， 16才--25才K密集し，平均年令は 21才 
11カ月で 第 1図工群の年令分布
ある。 人 ~1 ム内」h之
数はよ II い~ I I IじL 
fLlJ斗斗以上ムロb 
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第 1 表
既 往
三o 断 遺伝原因
性
姓 名 格ロ'"
身体的 精神的
d-212軒醒アミ叶 i |話内気寡言 な し な し
作 O 市 01~I 1Q 
伊 O賢 O
三 O 重 01~1!1 向車毒 
1lí 0 吉 OI~I 1グ 
。。|:12|金 グ
な し な し1矢:?凶器Z:児晶子要旨|
な し
1 1自民宮、志が弱い 1 
123:zrl官:主計弘社12l従弟:精神病 な し
気 な し|父方叔需品病|芸品2 !な し| 
i白iJ0 政 01!I~I 帯血lrU 否定 1:副首引 | 
在社 l院議会1prrE)1判(精出人格0121。
強情，我憧，怠惰，r'-> 
岩 O‘武 O 否 疋 注意散漫，飽き易い な し な し
，.-.堀 否 疋 |素直内気勤勉 
Q 寡言，引込思案0 男 I~I:I 1 
渡 l怠惰 )1言語品I(101! 
，-， l陽気我憧短気否 7E 軽薄O敏01!Iil間島|
錦o川:1無1Q 1 l 
01~I~
 l我憧吋換怠 1 t" U 1否 定 惰，多弁，飽ぎ易い， I な し|グ 1泰
1
I 
t~ 
I怯d. G LJ 1 な し
|山附叩吋
核4lj ム d つ 仰胴似| 
な
な
し
し
な し
な し
軽薄
1| t~
怯 G | な1 守主r [A} 否 定 |陽気¥呑気吋怠惰 し
。
。
01~I 無 I(言語訳語)1 
快，社交的，怠惰， Iふ1 l日コ|ム肘l強情我憧射軽l)1言語訳語I(01!IO頼 多弁，小胆，軽薄 |白V -<I :EJI な し仰民 {I
rL喰否 |強情陽気出 I +_ 下|疋 怠惰，多弁 | は LJ I し岡 O良01!I1間島|
素直，非社交的，寡
，ーrL鶴 O 障 O H 否 刃三 言，温1買，小心，意志 な し
薄弱，煽てられ易い 
素直， 我佳， 短気，川 O 1 否 定 本気， 怠惰， 多弁， な し な し
矢 O栄 O
ア精〉' パ 格醒毒人覚中質性ン病慢ミ神 素直，内気，苦労性， 殺人事件に
tムー，否 7E 孤独，敏捷，勤勉， 連座して 8
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使用量 、主院ろ予
使用の動機| |発病迄|
初 時 -lZ221-治療と証状概要 期間 証状との関係
誘 惑 13筒/日 15筒/日| 2年|品協間企 l 14日| 不全寛解1 
好奇む|叫 130cc/日12カ月(軽帥関同 |強吋陸 15B 1 不全寛解対ど光欠反如応殆 日
16才の時， 8cc/日 
賭博で眠気 
静注) 
8年 軽(過度去の被に害幻聴念慮 | 異常なし 1ヵ月| 不全寛解I ) 
ざまし (皮下後
1批 c/日!(Neoago 
tin静) |品計| 
不全寛解 
?で夜更ド筒/日 l l3カ月|意吋 |臨詰光| 肉体労働可能
11 ~'I' 1全身倦怠閑散[ | |電車 1回肉体労年半 欠如， (過去に他人嫌 対鈍光反応遅 7日 働可能，病感現わ 
悪，被害妄想) る 
F奇心 |{i官日)120筒/) 11カ月|叫唯一 主t 解1~2cc 察及び関 想)
試験勉強 114J51吋 主l 解
汗ミ安，刺激性，、肉体|左右不等(右
労働不能(過去に関1>左)右軽度I 7日|肉体労働可能，
|の不正円対光 1 I-l 1 
係妄想)反応幾分遅鈍I• [ 不全寛解
夜業(シナ，[2--:~ IJ 1 7日| 不全寛解1 • I-l 115叫日 1 6カ月縮瞳，軽度Iv¥""v I1-1 I I.L筒/日 )1く の不正/".rJv 
13筒 '81 '7-&6:/rt 1 1& 全身痩削，両手震顛， 1 æ~'hl 11rt 1 
好奇心 |(KCAl7筒/日 11年|意志欠如 | 異常なし 14日| 不全寛解
好奇心及び 
疲労 
/=1 1筒/日180筒/日11 /0~;"'" ~~ ， 年4."-:~:~1(2c入)1(2cc入)1 -.-
1幾分不安，刺激性;. a，l'f.h 1 [c:.rt [作業療法，病識現1(過去に幻聴，追跡 1 6日|わる，但し後に再I 1入院 
'7 t::J作業療法， 
[V I-l|、異常なし妄想)V~ AJ J.j;s" ;J3Jo/J' [' 7'<m Id. U 
1 5年 1.全身倦怠，刺激性衰好奇心，勧 1(\~~ t){\~~ 1(ID<Jl~C 1'~i~/!; ，.. ;'~;:[L~1 10cc 1 20cc 133'* -1->11 11 7日|肉体労働可能1. 1 I(但し断|弱， (過去に幻聴，追| 異常なし blM )J3誘 | 1 ~V"" [続的)"[跡妄想)V~AJ '1;ß" [ 7'<m 'd. U |初筒/日 I1年半|幾分不安刺激性 I2日[問問筒/日 IvVJ J:fJI H. I 作業意欲欠如 病識現わる 
1 7年 |全身倦怠p 幾分刺激IA~/M 11 f"\(\-1ft /MI/*~~) 7" 1 ~"/j~~~~~~~VlA EB'*".J-，. l 10 i1 I肉体労働可能，
好奇心 [4
1 
筒/日 [10筒/日|使用量に|性，注意集中不能， 1 異常なし 1 9日| 完全寛解 
| 消長あり J(過去に幻聴)

幾分不安，刺激性， 1 幾分散瞳 
!r:{)&':!:' IH I I I 阻 10 .J-. R 1肉体労働可能，l!()(L6:In l! ~ J=t 7':;'~f=-"~_" ';:'r=r/t{~ ~.:!~ 
好奇心，疲労 150筒/日 160筒/日 16ヵ月|身噌み不良，転度の|その他異常 12カ月|
| 注察念慮 |なし 寛 解 
1 散瞳，対光 I一 
好 奇心 110cc/日140-:>c/日16ヵ月|不安，外出俳佃 |
1
反応，不充 17日! 

分 

試験勉強 172cc入¥120筒/日 15ヵ月|軽い感情鈍床 |右左(ホ，右>不不左正等〉円 I7日 |肉体不脅全働寛可解能'
好奇心 I•. -V~~10c/日| 4年 |即正円 l 不全寛解対ど光欠如反応殆 10日 I 
I;~日開中 1 回誘 惑 120c/日| |刺激性 l異常なし | 逃亡，転帰，軽快
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。合 慢性覚醒ア 強情，陽気，我佳， 炎3才?:脳膜天 O
28 
農 ミン中毒 (母が我憧者〉 短気，呑気，社交的， 27才:肺炎
な し 
五 O 二 01:1無| H |究精問人格の傾向12言芸佳孤独言，小胆， 14 :t才:腸疾患な 1 し1I!~!Il 
|我門官怠惰 l町叫な
移り気，投遣り，愚図
小O善 01:1~ 1<精神出人格1否 定 寡言， 移り気 し
一郎|合|引慢性覚醒ア
商 ミン中毒
村 O 農|
1。I!
29
0 充 012|軒| " 
長O Jl 
ol:1無| 
H 
刃F4三遠 O 雄 01合|蕪|慢性醒ア 否 ， 
20 ミン中毒
[3J職業:不明 8を除き 20名に就て観察するに
職 業|例数|職 
1 農 3 
露庖商 1 て~十， 工 1 
運転手 1 生 1 
公吏 1 む 11 
で職業のないものが過半数 (55.0%)を占めている 
ζとは注目すべきことであろう。 
[4J 診断及び性格
診断は覚醒アミン曙癖乃至慢性覚醒アミン中毒で
あるが，噌癖乃至中毒lと陥る以前人格的欠陥がなか 
ったか?あったとすればどんな種類のものであった
かを調査した。是は主として本人並民家人の陳述を
参考とし，入院中の言動を観察して推察したのであ
って，特別な性格検査のようなものを施行した訳で
はない。 ζの中特に精神病質人格を思わしめるもの 
8名 (28.6%)更らに K.Schneiderのいう W i1en-
lose Psychopathie (意志欠如型精神病質人格〉と
思われるもの 5名 (17.9%)であった。更らにその性
格的特徴を多いものから順に表示すれば
性格特徴|例数|性格特徴|例数|性格特徴|例数
我 憧 14 26多 弁 温 1買 
煽てられ台 14 5 2，，-，、 t惰 陽 気 易い
25才頃沈欝とな j、胆，素直，苦労性，| …叩|| じ しり自殺企図 2回
|強情我憧 な
怒り易い，社交的
否 P疋~ pi しい，社交的， 惰
否 P 三 し疋~
我憧，移り気意，志派手 日咳一ヂフテリ 無
好き，怠惰， 薄弱 ア， 5才:疫痢
| |3才昨「 し 
社交的 8 飽き易い 3 
強 
孤 
短
'1育 
5虫 
気 
7 
7 
7 
軽
呑
薄 
気 
3 
3 
意志薄弱 7 移り気 3 
敏 捷| 1 
投遣り| 1 
1 
派手好き 1 
で，家lζ寵り勝ちな陰気な性質で然も我偉，短気，
怠惰な人間即ち分裂気質の者が甘やかされて育てら
れたような人民多いように思われる。 
[5 J遺伝負因 
28例中 7例は不明で残り 21例中否定するもの 14
例 (66.7%)，負因あるもの 7例 (33.3%)でその内訳
lま
病 名 初j 数
精神病者
モルヒネ中毒者
精神病質人格 
である。 
[6J 既往症 
(A) 身体的
4(19 %) 
1(4.8%) 
2(9.5%) 
不明のもの 3例を除い'た 25例中身体的既往症の
ないもの 13例 (52%)， あるもの 12例 (48%)でそ
の内訳は
病 例数
素内寡
9 5 苦労性直 気分転換 2 麻疹 肺炎
19 1円 5 九帳面 肋膜炎気 
円 L1iqo
百日咳
8 1 ジフテリア 肺結核勤 勉 
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軍隊で飛行 刺激性， 在院~~9 日機に来る為 感情不安定 異常なし 完全寛解に内服
誘 惑
l 
完全寛解1 20川;ヵ ~ 1(習評議関吋炉建卜7日| 
|2一川7カ月間車静係並)1異常なし夜仕事 完全寛解カ月13 l 
1 1l 1 1 1 

誘 惑 作業療法1 12肌 1I叶間紘一)1強吋瞳 I2日l完全寛解
1 異常なし Il 1 I 品開慮 l I

誘 惑 l 12251 1不安 (出居間1 1 
試験勉強 12CC/日 l1513日12年半 lzz;Jdbhl異常なし 1 1 作業療法完全寛解
1 K1日量，最小 1 筒lζ及び 1筒から最大 10 筒 2cc
1 としてその最大量の分布を示すと第2図の如く，最
1 大量の平均は一日量 19.3筒である。 
(9J 発病迄の期間
炎炎患髄垂疾骨虫腸 熱作?
発
炎
撃膜
高産脳
花 担H 病 3 (淋病 1，梅毒 2)
である。 
(B) 精神的 
28例中不明 4例を除いた 24例中なしとするもの 
23例 (95.8%)，犯罪を犯したもの(殺人事件に連座) 
1例 (4.2%)である。 
(7J 使用の動機 
例に就ては25例を除いた3不明のもの
最初始めて注射をしてから入院する迄の期間で不
明6例を除いた 22例K就て見るに最短 1カ月から
最長8年K及ぶ，その平均は 2年 1カ月である。 
(lOJ 初診時証状概要
不明のもの 5例を除いた 23例κっきその証状を
記せば次表の如く感情が不安，刺激性となり作業意
欲減退して，意志欠如の状態となり，身体的には全
円 
唱 
動 機 動 機 1YU 数 
tAU
a - -
，一刊激不
察係害跡融情情念 慮能性定欝麻
亦安宅
FFP
1111417112情劇志出身身手感不刺意外全全両脆一一欠俳倦痩震」弱安弱如個怠削顛iー
8 
TiFHU
噌
i 
4 
1 
1 
誘好麻賭 惑心雀博
1 
奇'
3 市ム 験 勉 日虫
1 夜 業 2 
で表中「他から強制されてjは軍隊で飛行機応乗る
為K内服させられたという。誘惑，好奇心が圧倒的
に多い。 
(8J 使用量
最大量不明のもの 5例を除いた 23例に就て見る 身l乙倦怠感を覚えるという場合が多い。尚過去に覚
醒アミシ精神病と思われる症状のあった
123406付11nhub
第 2図 工群の最大使用量
もの 11例を数えたが現症に重きを置き，
人 3~' I I I I 現在かかる証状を認めない故を以て一応
本領域の中で扱うこととした。不 白自白白白 (11J 瞳孔所見
20 282.930 50 60 80 1ω唄 
~筒 従来瞳孔の対光検査には WeHerの用 
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いたような精密な光源装置により，一定の光度の許
に活動写真に撮影して検する方法，叉 Hocheが推
賞した WestinsheLupeの拡大装置に依る検査法
等種々な方法があるが，余は専ら次のような簡単な 
方法によった。即ち北向診察室の北面硝子より 1米
突を距てた位置に於いて，被検者が左側光線を受け
るように固定した椅子K患者を坐らせ，験者は被検
者の真正面に膝を接するような位置に対坐し，被検
者をして実験室内の光明に順応させるため 10分間
I.覚醒アミン精神病群(第2表う
姓	 断 遺伝負困lUトニ名 診
合 覚障アミン
並 O慶 O
17 精神病
否 A 
以上経過した後，被検者に成る可く遠距離を凝視さ
せ，斯くて調節及び轄鞍反応の惹起を防ぎ，ミ燭光
懐中電灯を光源としτ被検者の両眼と同じ高きで約
10糎を距てた外側lζ擬し，左右瞳孔を交互に照射し
乍ら其の大さ，形態，左右の比較，対光反応を測定
した。
斯くして不明のもの 5例を除いた 23例中異常な
いもの 10例 (43.5%)，多少なりとも異常の認められ
るもの 13例 (56.5%)で 23例の瞳孔所見を表記す 
既 往 症
性 格
強弁|育， 我憧，好社き交，的，
多 ，派手 ，意 な し な し 
志弱 
雄01!1
兼01!1
0
0

|内気我健短転気 
H 否 A 苦労性，気分換， し無| 怠惰，お人好し 
農lH 否 定 |詰内気社主的|な 	 し
し，意志薄弱 6才細|な佐 O信012lzl。	 |怠惰寡言山1 し
字 O良012| /1 否 A |我憧短主開 lな	 し社交的， 言
H 否 定 寡言，小心 虫垂切除 な し昨 O清 01!1	 l | 
ti ヲ/1 否 疋	 寡言 し錦 G 輩0121 
/1 町村(素直内雲呑気で操病コ? 勤勉，多，世話好 な し 病で当大学石 O幸 01!1 l	 l き，お人好し	 当科に入院
山[I~|弟:人川素高内気呑気 21 O J21的運 H 	 勤，寡言，派手好 胃潰蕩 し き，世話好ま
H 否 定 |詰:臨苦労性 マラリア|な し出太郎!21i!	 l
Jt 主[ /1 否 定 社交的，勤	 しo市O郎lzlE
素勉直， 陽気， ，我寡佳言，~ム、合 12才:虫垂
H な し阿 O再 O 否 疋--- 意勤志，薄九弱帳，面煽てられ 切除23 吏 易いl
究強情短言l母:従]1頃，多 寡雪浪。 昇 I~I 無!
 ，グ 内気短気 独 し
下 O勝01!1	 i 内2 苦労性孤独 1 22才 ~TIIf 1H 	 軟性下宿
P4噌 l短気吋勤勉 lZEhE|中川o戸|工場| n 否 疋	 な し31経営 	  多弁，活動的 Z府Aミ
r~小 O	 否 疋 |我佳宮室町|H 怠惰，
憲I! -:;，.y /1 ，飽き易 な しい，派手好会
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れば 〈なるもの 6例 (26.1%)を数えた。 
C12J 証状消槌迄の期間 
大き|左右の比剣 形 態 |対光反応
再発の問題を抜きにして兎も角証状が消槌する迄
等中散縮 等左左4811i大瞳瞳 nL 正不
正
102大右右
>< 
円 
i!11左右右
左
円
902211 4  
共
速分如
遅充
迅不欠4-n h u - -
ヮ “
の期間は最短2日，最長3カ月であり，平均17
 日で
ある。 
[l3J 経過及び治療と証状との関係
電気痘箪療法を 1団施行したもの 1例で，専ら作 
瞳孔に変化ないものが尤も多いが変化あるものの中 業療法により何れも完全乃至不完全寛解の転帰を取
っている。即ち寛解率は10%である。では散瞳となるもの 8例 (34.8%)で対光反応が遅
使用の動機
使 用 量 発病迄
の期間
初 ヨロノ会 時
症 状概要
症状消
瞳孔所見 槌迄の
期間 
経過!及ひ、治療と
症状との関係小|最大最
2.5 
誘惑，好奇心 
30筒/日1 
c
.筒2/E1 
t(Neoago 
入 in) 
2年 関係及び被害念慮 対精光々反散応瞳遅鈍 10日 不全寛解 
好奇心 片山 1 5 1年 |i12iZ225弘ιmzi2日 完全寛解 
日 
誘 惑 5カ月[不管性低戸下痢|開示諒 10日|出?J労
471弘法I!注目係被害及び1筒/日|25
11 1 1 
401
筒/日 
筒/日 125…30
 l1年 完全寛解好奇心
3年 lzも探知野 11 日|
ねじ|ぃト川2カ月|臨時丸山
17 問解好奇心同/日 
1カ月|賢官J1カ
12 I 1 1誘 惑 4カ月|寡言む聴追吋 1 1 不 変
好奇む|以/日 140CI B12ザ諮被害及び追跡 i 1 1 不全寛解…
ロμ
口噌
ム 
81

20132
 日|
カ月 
好奇心 ly180cc!日12 12何|肉官官子山払慮 
好奇心と 142:日|蜘J日1 ~w_1 関係j 融及び追跡 I -'f I肉年労働す能，I/i\.~;::~~~'..~~ ，，-~，;， I 1 年半、~1!' ~~~~~;a wjJ\ I l.j 
見栄 I(無et?ヴ??び)1.~ -r 1念慮;全身痩削 1 1 1 :不全寛解T ， 
試験勉強 l都市川町lz景品r塁手 lFd|20日[ 不全完解
誘惑 1 I 逃亡退院即日 1 1年|
nUA
B Hi，心む好 奇
12叫
 川6カ月 l被害念慮開 不全寛解夜 |芸者反応業 
20
1 1 

様解釈lzzr
日誘 1 ¥jlkl<l瞳 不全寛解lrl枇 c/惑 
仕吋夜|お官日円巾|卜ド印1O川 7カ叫月JI鉄帥町妬胎念 応反分光充対不 噌 E4 l 不全寛解 
閣結日ぺ沖叩巾ド同片枇仇似川∞C 対光反応l4ωOC せ 1問問寛解精遅鈍
ー 千葉医学会雑誌 第35巻-2020
矢:本人のこと 

を気にし妻と 

合
覚醒アミン 逃亡 内気，短気，社交的，
加。 巌 精神病 母:怒好り，嫉詰晶多妬?，質〈弁派
な し な し
手き 神経質，意志薄弱26 若い
弟:精神頃病質
石 O 呆 01~1 漁| 
l
H 否 定 勤寡言 し
石 O恒 01!1無 l 1/ 母欝前官撃|事療法を受けた 内気，我佳，寡言，あり ひねくれ し
1 否 ，疋~三，同 O 久 01!1~1 |素直…弾性 1町 |官官ル孤独，寡言 肺結核 ネ中毒
ti 事1 否 疋 |語一労性|な し本 O和 OI215l 
(自農運) 
鷺O和O2 
合 怒り易P 否 A瓦 い，移り気，
陽気，我憧，社
交的 な し な し 動車転手
1/ 否 定 |強情我健引な し な し柏 O秀 0|:1無[ 社交的，九帳面，
糸O谷O男 1:1 1/ 有ミ 明 i素車内γ 社交 iな な的，寡言， 経質 し し 
IJ， し な し0敏三 I!I引 1/ 
素直寡，内気，非社制l 
 ら転落，意識 なl階か213才 
坂 O明 oi:l F 否 A 
1 否 定在日01:1霊| 
し
的， 言，温順 不明となる
1素直柑性枕|
的，怠惰
ネ中毒の既神 O寿 O 内気， 我憧，意気志分薄転 慢性モルヒ1/ な し換，怠、惰，弱32 
合
往症あり
官 O 信 01~1 P 否 疋三 li才肺長|な し及び脳膜炎
訟 O芳 ol2li| |吋母~mal 凡帳面怠惰寡言[H 癒痢頑固 な し 
0正 01合|無| H で療養中 な し
21 OO久加 夫 
合 漁 寡内気， 苦労性，意孤志独薄， 
1/ 父:自殺 言，小胆， な し な 
~~ 
機 社強情， 陽気，勉苦，労性弁， 
河 O長 O合 関 1 否 定 交的，勤多 な し な
夫 小胆 
HλO正 013|農| |骨粗究~'jfff.?皇気凡帳面勤勉!な進行麻痔? 言 し な し
農 
才び)1及は一四才番番及目目び 6夫
20 OO喜小 19
 才:梅毒
合
素直，非社勉交的，凡 な しH 
姉妹々(19

帳面，勤で精神病院に入
院したことあり 
H 否 疋 な し な し
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好奇心 
2/N(0静ceo)/a日 
40ccl日 6ヵ月 7日 不 
(gotJ 
誘惑[官恒181_3J月 iz-F25司 4 581部，i出そ
全寛解
1 
誘 惑 l紅白 1 6カ月|幻聴睡眠同為 1 2カ月| 不全寛解12cc/日1 1
訴訟問題で I睡眠障害，妄想様解|柏々散瞳， 1 I一度逃亡， リンゲ
頭を悩まし 140筒/日 110ヵ月|釈，追跡念慮 |対光反応不 150日|ル氏液5000cc5回
て I(過去に幻聴)充分 | | 完全寛解 
1') .6c 1幻視，幻聴，注察関 I

好奇心 I2 ccj日120ccj日!?ヵ百[係及び追跡念慮，街| 柏々敷瞳 160臼 完全寛解 
  
l I.N JJ. I奇 l
|作業意欲欠如，無為， 
2 年|秒、語，空笑(過去に 完全寛解誘・惑 l -今 l柏々散瞳3ヶ月|幻聴関係及び追跡一
慮) 
酒を飯ん 2カ丹|幻聴，関係被害及び|軽度の不正| 
だあと Nμ|追跡念慮 |円 | 
川四至
'に院行解退己施寛亡・回'逃9院に
撃在ず車
E t
|起立並に歩行不能， I 
不 2年 |独語，幻聴，関係及び
|追跡妄想，感情脆弱 
5カ月(被害及び追問 l散 瞳 l
電日ら 
誘 惑
管屯カの回向無 
1 
4
後'包
撃月感、一 '変軽行界施外為説
'E
|外界変化の感思考仕 
7ヵ月|事，注察及び関係念 1
|慮
|多ノ弁，刺激性，幻聴， I右不正円， I 
1年 i注察，関係追跡及び i対光反応殆 1 7日
|嫉妬，念慮 |ど欠如 | 
誘 惑 錯視，幻聴，被害及び追跡妄想
ム目匝 
41
院続尚早
戸侃止 
相 
-LHU
h
HV
一院施月一病法包一場療同一 式 眠 一 抑一
を
h w入持 ， 干 日
肉寛 一
誘 錯視p 幻聴，追跡念!i日瞳の||1叫 |傾向，対光||反応遅鈍 | 
i主察，関係，被害及び I散瞳，左右i
見 |追跡念慮，記録減弱|不等 11ヵ月1
1
惑
栄|岨ccj日|附日l
|慮
I 
6年
|無関心(過去に幻聴) 1 (左>右) 1 
110筒/日 130筒/nl
I J，-，1'-'t;l:; I=-lFln;~)7'-'7m d;t 1 [，不変，入院中逃亡
6カ月|幻聴，関係並に被害 I したととあり
|念慮，刺激性 I.| 1200日後自殺
団施行，作
，平静，肉
可能，病感
不全寛解
回，檎々談
，病感らし
現われる
全寛解
不安，独語，空笑，
電撃2i;
誘奇惑， 好 30ccj日 30ccj日 6ヵ月 幻視， 幻聴想， 追跡及 柏々散瞳 3ヵ月 業療労法 u 体樹Jび被妻妄 あり，
不安，連想，弛緩， 20日 電撃2
好賭奇博心， 20ccj日 20ccj日 9ヵ月 独幻慮語， 空笑， 幻視，ふ巴a、 (妄消想 話迂主聴，軽度の関係
迄)失
きも G
方ミ想慮幻念' 依視窓錯び緩'及弛安係想不関連
聴想幻妄'跡覚視追幻び麻一''及鈍一質言害情一経
寡被感一神
年4 
電撃 7回施行，肉
I14日 1体労働可能，病識好奇心? 瞳 
1あり，完全寛解
3
化快
好奇心 完全寛解異常なし
不全寛解
-2022ー 千葉医会学雑誌 第 35巻
覚醒アさン l強情陽気短気 i否 呑気，社交的，多弁| よ
&/し
し定精神病
井 O治 O H 否 2，社交的， Iな し|な し
内気，面苦，労性，
否 凡帳，勤勉， Iな し|な し
父:分裂
神中病?院 ，勤 寡言
し|な し 
[72KZl素直雲気間性|な し iな しなし 孤独，言
母:自分の顔が
変形した，人前 素直，内気，寡言， 梅 毒 lな しに就出られぬと言 小心，孤独
い床し無為 l素直喜気鵠 l否 定 強勤勉し， 言， な し lな し
否 定 素直， 内気，苦労寡砕言| な し!な し孤独，凡帳面，
|兄ま輔の 1態為 為の状 帯 直，内気，勤勉， lな し|な し
であった 同
父方祖父母の姉 内気，我憧，怠惰，:~顧問
移怠り気，寡投げ遣り， 
25才:
父:内気，小胆， 惰， 言，優柔， な し 詐放欺罪
神苦労性，短気， 小胆 火罪経質
否 定 l強情我権社主的 1 な し
H 
官 同
H 
山O和O郎
浅 o 0 
石 O謙 01 〆グ
大 O 乙 01♀|無|グ 
126I 
H 
1/ 
/1 
/ 
/1 素骨
田O欽O郎|合|漁// 否 定 我憧，苦労性，寡言， 18才糊 し
|24 I 
1tHIl，"'，"i'E :J'j;ji，1 及び梅毒 
順を逐って統計的観察を試みるに 
(1J性:男子 47名，女子 1名である。 
(2J 年令:不明 2例を除き 46例に就て見るに
年令は 16 才~40 才， その年令的分布は第3図の如
く， 16 才~27才に密集し，且つ平均年令は 24 年 2
カ月で工群と大差ない。
第 3図 E群の年令分布 
職業 1{71) ~1 ~ ~-下副職業]例数
1 1請負業 9商 業 農 
3 1履物商 工場経営 5漁 
寸戸今ケ司1 1 1自転車業 大 工 生 
吏、:2入1 1 8理髪業 な し 
1 1物品販売業 機関夫 
れば 22例 (62.9%)となり，工群の場合と同様，確
たる職業lζ就かないことは，本疾患と関係がある
ように思われる。 什「 
一町年 
111
い 口 ぷ人数 
lt
2
寸
4
「 
」 幻一 
3
「
ril--1140
司令
Il---
lJm 
ll
M 
(3J 職業:不明 13例を除いた 35例lζ就て見る 謡妄状のものには 1例も遭遇しなかったo その性格 
K次表の如く農，漁というも本人が一家の柱石とな 上の特徴を多いものから順に表示すれば次表の如く
って働いているのではなく，家業を手伝うものが多 工群と比較するに，工群は我俸，怠惰が筆頭である
く，従って一定の職に従事しているとの自覚に乏し に対じE群は其れ等よりも内気，寡言，素直，勤勉
く寧ろ職業なしの部類に近い。農，漁，なしを合す という項目が上位を占めている。即ち工群より分裂
(4J 診断及び性格- 寸「 」 柏 崎
J n4l
何れも幻覚叉は妄想を有し halIuzinatorischer 
Wahnsinn (幻覚妄想病)と称すべき病像を呈し， 
附/日|
(Neoago叫ti如n静)
惑ぺ/日 1 10ー 
1年
|梢々散瞳，幻聴，心気及び罪業 ~1 :;~ 1，. 1=11|対光反応遅 1ヵ月1念慮，俳{回 |柿 !.l/-.J ) JIに 3回施行し不全
四 I寛解
|睡眠障害，錯視，注 1 oftl. ，_ 11 (¥ rt 1電撃 5回6 ヵ月 ::~I': 1"ï' )lis '[7(.， u: 1 散 瞳 1 0日 i
.， R 1電撃10回，尚幻聴 
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好奇心 i5♂日 l
!(ぷC入)1(2cc入)1 覚
掴膜盲角濁左
tiAu門 口
不全寛解
電撃 6回で寛解し
誘惑 l叫 ~lTI! 1 ~ α たが再び増悪，更
|察念慮 | ~V ~ 11 
不管性顔貌，寡言， l :t:t~ '~:H:l，. n:ó: 
不全寛解
l精々散瞳， 1独語，幻聴，関係及 1~~~ :;;~~m! 1')1.対光反応遅 12カ月i試験勉強 追跡念慮，睡眠障害， 1 砧 /v ) JI あり，軽快)r-I 
無為 l I町 
|思考化声，幻聴，追::!l4-h fl:L. Il:~ 1')..J-. t=ll電撃 6回4 ヵ月~~-.z-!~;---， .1-¥)JiiC¥' )J3. 1 柏々散瞳 2ヵ月1跡念慮 | I~ N nl 不全寛解 
.l.nf:t:=;ig.-u-. I精々散障，H;:J;:; .[，-|幻視，幻聴，被毒及|誘惑 3年 :~;'~~~~}:' î1X 1J~ }Ä I対光反応遅 
lび追跡念慮 |鈍
1 11 .l，/EJ 
一故散医'一五散反一散反
33々々 一一-10瞳瞳柏qLqLqδ
一電一電醒にれ一
月月ヵヵ
一昨全 回ンし剖一全一 
不一
7
ミ射撃一不
一撃 撃ア注電一L
誘惑 被害念慮
一解一覚ふ安不一解一司寛 で剤 正一一寛一一覚度現解一 ト 
1
想寛一
隅氾妄全一
視被一管聴害士山一管視関一安 
一
幻び一不幻被意一不幻び一一小聴一
日
μ
円刀日
μ
カカカoodιτFD
誘惑
(《毛毛ぎ唱姻品晶印)1lい川川4何州∞叫川/ 
1 12一ド 
性格特徴|例数|性格特徴!例数|性格特徴|例数
比して少なく吾人
一'の跡減一''一幻昌弘一
慮一貌想追力 貌聴慮 ，
一一 一一白人忠一
念一 関連 動 顔幻念一芸市，↑'害一性'及発一性'係一 
誠一
J
J R
及対及一'''一'及一幻状係に察佃 視緩想一言察一'迷関妻注俳一幻弛妄退↑癖注一視昏一
寡言，幻視，幻聴，
1E
光々鈍一一々 光鈍一
手手梢対遅一・ 拍対遅一
一拍羽一 瞳 応
一
はI群の 33.3%に
病 名 例リ 数 
気質が高度であるという感を与える。 日首 11 赤 耳可膜炎 
21 虫垂切除炎 
内 戸メゴL 27 
25寡 I"'i一 
24素 直 
20勤 勉 
17苦労性 
15社交的 
12孤 独 
121 憧.1<: 
11短 気 
9九帳面 
9多 弁 
怠 '惰 
Hn 
3虫 '情 
章、志薄弱 
陽 気 
呑 亘仇ーごLj ー 
派手好ま 
お人好し 
気分転換 
移り気 
世話好き 
9 
7 
7 
6 
6 
4 
3 
3 
2 
2 
2 
嘘言癖 
正真 回 
責任感強， 
し
投げ遣り 
優 柔 
煽てられ 
易い 
活動的 
飽き易い 
ひねくれ 
1 の期待を裏切った
精t 神病者 9 (21.4%) 
1 
が，精神病者を負
精神病質人格 4 ( 9.5%) 
1 因Iζ有するものは 
自殺 1 ( 2.4%) 
1 21.4%を示し， 1群の 19%よりも高い値を示した。 
1 [6J 既往症 
1 (A) 身体的
1 
不明 2例を除いた 46例中，身体的既往症のないもの 
1 32例 (69.6%)あるもの 14例 (33.3%)でその内訳は
1 病 名 両J数l病 名 例リ 数
H円ヨ 潰湯1頭部外傷 
[5J 遺伝負因 肺
2不明のもの6例を除いた 42例中，遺伝負因を否定 肺結核 
するもの 29例 (69.0%)，負因あるもの 13例 (30.9 7 (質梅性毒角4，淋病 1，軟性下府 1;
%)でその内訳は次表の如くで，負因あるもの30.9%
花柳病 実 膜炎 1) 
1 
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(B) 精神的 で表中「他から強制されてjというのは，漁夫で船
不明 2例を除いた 46例中なしとするもの 42例 中，眠気覚しに強制的lζ注射されたものである。叉 
(91.3%)，あるもの 4例(8.7%)でその内訳は 女 1例は夫が覚醒アミン慣用者であった為，その勧
誘を受けて始めたものである。矢張り誘惑，好奇心
精神的既往症 例数
の圧倒的に多いことは工群と同様である。 
慢性モルヒネ中毒 	
qL 

i (8] 使用量 
犯罪(詐欺・放火〉
精神病(軽牒病) i 最大量不明のもの 4例を除いた 44例に就て見る
に1日量，最小 1筒から最大 150筒K及び 1筒 2cc
である。 
(7] 使用の動機
としてその最大分布を図示すれば第4図の如く，最
大量の平均は 1日量 24.8筒で， 工群の平均 1日量 
不明のもの 6例を除いた 42例に就いて見るに
唱唱 
動 機
20誘 惑 
18好奇心 
2見 栄 
1賭 1苧 
8 
19.3筒K比すればE群の方が多量ではあるがその差
盟 機 ou 数 はそれ程大ならず，叉個々の場合を考えるに I群に
他から強制 
されて 1 
於いて 100筒用いても精神病を発呈しなかったもの
がいにる反し， I群l乙於いて 2.5筒で精神病を発呈
2 したものもおり，精神病を発呈するかどうかは，そ
夜業 2 の最大量には左右されないようである。
第 4図 E群の最大使用量 
8 
RdaaτqdqFU
喝 
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人数 
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2
門 
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U
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円 
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門 
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1 
筒↓ m 
(9J 発病迄の期間 てI群より短かい。
最初，始めて注射をしてから入院する迄の期間で， 使用量は I群l乙比しそれ程大ならず叉発病迄の平
不明 1例を除いた 47例lζ就いて見るに，最短2カ月 均期間が工群より短かいことは，精神病の発病する
から最長6年に及ぶ。その平均は 1年 1ヵ月で却つ 要素は使用量や期聞に左右されず本人の素因に左右 
E 覚醒アミン精神病以外の精神病(第3表〉
潟、
性 職 既 往 症
さ百八多 断 遺伝負因 性 格姓 名
年令 業

合
 母方叔母: 素直，好内気，呑気，精神分裂病土 O 武 な し な し精神病 お人し21 
会合 寡強情， 短陰気， 怠惰， 傷害拘を働さら淋毒性尿
H 言， 気，飽き易 ぎ留れ安 O 祥 社員 道炎33 い，利己的，小心 たことあり
合 内気，苦労性，社交
妄酒精幻覚 否 定 昨J，勤勉，寡言，お鹿O光O助 農 な し な し想病30 人好し
交的，社好気分弁転換， し
多，世話き
定否l精神分裂病01;1:1末O生 
魯 鈍	 |素勉直 寡的問 1 激性，爆発J明夫 農| 	 勤 ， 言，陰気 的I!
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されるととを思わしめる。 るに，不明のもの 18例，官目 1例を除いた 29例中
[lOJ 初診時証状概要 異常ないもの 1例 (3.4%)多少とも異常の認められ
不明のもの 2例を除いた 46例につきその証状を るもの 28例 (96.6%)で， 29例の瞳孔を下l乙表記す
記せば次表のようになる。 れば，
l
対光反応i
 背タ1左右の比較さ大 態、初診時症状 初診時症状 仔リ 数 
中等大 61等 大 28 3033噌 晶噌，ム速分如
遅充
迅不欠6012qL E正不管性顔貌 3 妄想様解釈 2 
不安 5 連想の弛緩 3 散 瞳 221左>右
低芦 1 記銘減弱 1 
縮 瞳 1 左く右
寡言 7 感情鈍麻 3 
多弁 1 刺激性 4 で瞳孔に変化あるものが多く，変化あるものの中で
錯視 4 感情脆弱 1 
幻視 13 焦燥感 1 
思考化視 1 昏迷様 1 
幻聴 27 俳個 3 
思考化声 2 無為 4 
幻覚 2 暴行 1 
注察妄想 12 街奇 1 
関係
被害
/1 
H 
22 
27 
意志発動力
減退 1 
追跡 /1 22 起立及歩行不能
1 
被害 H 2 独語 5 
嫉妬 H 5 空笑 3 
心気 H 1 作業意欲欠如 1 
罪業 H 1 外界変化の感 1 
j毘依 H 1 睡眠障害 4 
即ち不安，寡言となり幻視，幻聴現われ，注察，
関係，被害，追跡，嫉妬妄想を懐き独語も現われる。 
(l1J瞳孔所見 
I.(l1Jに述べた方法に依って瞳孔所見を検査す 
は散瞳となるもの 22例 (75.9%)，対光反応の遅くな
るもの 10例 (34.5%)，不充分のもの 3例 (10.3%)，
欠如するもの 3例 (10.3%)を数えた。 
[l2J 証状消挺する迄の期間
証;!犬の消抱する迄の期間は最短2日，最長5カ月
で平均32日で， 工群の平均 17日に比し 2倍近くの
日数を要することを知る。 
[l3J 経過及び治療と証状との関係
不明 5例を除いた 43例中，主として作業療法によ
ったもの 28例 (65.1%)，電気痘理療法を施行したも
の 15例 (34.9%)でその転帰の内訳は
転 !帰 数| 転
完全寛解
不全寛解
軽快 
8 
26 
4 
弓ミ
逃
白 1 
で寛解率(完全寛解十不全寛解)は，79.1%で工群の 
100%に比して低いのは当然のことであろう。 
使用の動機
使用 量 発病迄
の期間
初 診 時
症 状概要
瞳孔所見
症状消 経過及び治療と
裡迄の
症状との関係期間最小|最大
誘好惑及び 附日 lお筒/日 
奇心 (Neoagotin静)
1年
不安， 憤怒性，念幻慮聴，， 
被害及び被毒 
ひねくれ行為
40日 電撃:20回，軽快
10筒/日 不(注追過安察跡去，念ι独l関害幻〉語係視 拒絶佳， 30筒/日 4ヵ月 2被幻害聴，， 10ヵ月 電撃施行，軽快 
好奇心 4筒/日 10筒/日
3年醒(但
し覚ア
ミンを止
めて 2〉月
後発病 
粉々 不安慮，被害及び
追跡念 
(過去に幻視)
散応瞳、， 対光
反遅鈍 7日 不全寛解
l2cc/日1 6CC1日1 2カ月|れ2 嫉妬妄好奇心 i l7カ月l『誤解 
誘 惑 :*し鑑定の刊 異常なし卜0筒/日 130~/B 1 1 1 ! 
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覚醒アミン慣用者ではあるが他の病名を附する方
が妥当と思われるものを一括した。以下順を逐って
説明すると，
第 1伊j 土O武，合， 21才，職業，漁
現在歴，昭和 25年頃から覚醒アミンの注射を始め
昭和 26年 1月比は最高となり， 1日25筒位打った
という。その頃から仕事を充分しなくなり，兄の金
を持出して覚醒アミンを購入し，益々仕事をしない
で毎晩 12時頃迄遊び廻ってくる。仕事をやらせても
倦きっぽくなった。昭和  26年 7月 4日頃友人の家
l乙遊びに行き，友人民強いられて麻薬を打たれその
夜 1時頃帰宅したが「表に自動車が来て人が迎えに
来てるから見て来る Jと言い，夜中に戸を開放し 1
晩中眠らず翌日家を飛び出し，外科の病院の勝手口
に飛び込み，自分の肩先の入墨を示し「是れを取れ
ば俺は真人間lこなれるんだ jと庖丁で自分で切り取
り治療をさせぬ。その為警察に保護された。その後
泣いたり笑ったり，気が変り易く叉非常に物lζ怯え
「俺のことを殺す気か ?Jと言ったり「食物中に毒が
入っている Jなどと言う。夜寝かせても「今私をア
メリカから電波でもって飛行機で迎えに来るから J 
と言う。又「大砲が飛んで来るから早く行乙う Jと
いう。
入院時所見第  3表，初診時証状概要参照
経過，昭和 26年 7月 6日，中村病院に入院，入院
後直ちに電気療法 1団施行，覚醒後廊下を俳佃，扉
の鍵を壊し扉を足蹴にして外l乙飛び出す。 7月 13日
には挙動平静ヲ思路整然とし，電気痘寧療法も 4回
で中止，以後温和平静であったが 7月 19日扉を破り
逃亡を企て以後電気痘撃療法 3回，以後再び平静に，
戻ったが 8月 1日「友達の吉山という人が来ている
から出してくれ Jと要求， 8月 3日に叉看護人Kf友
達が来ているから一会わせてくれ Jf今人が見えた j
等，幻視，幻聴あるものの如く，以後絶えず廊下を 
俳佃，隙を見て逃亡を企て精神状態は安定を欠いて
いる。 8月 14日に強梗症，幻聴を認めたが漸次平静
となって落付きを取戻し， 9月下旬には外部作業に
も従事し得るようになったが尚幻聴を認め感情の動 
きは活穣でない。幻聴は 9月 20日迄認め 9月 28日
には幻聴を否定するが尚病識現れぬ偉，軽快の転帰
を以て退院した。
者察 以上昭和 26年 7月 6日l乙入院，入院と同時に
覚醒アミン注射を断ったにも拘らず， 9月 20日迄幻
聴を認め， 9月 28日退院時には一応幼聴を否定する
が全く消失したかどうかは，その後の経過を更に観
察するを要すると思われ，全経過を通じて感情鈍麻，
内閉的傾向を認める。是を覚醒アミンの精神分裂様
遺残精神病と考えるか，真正の精神分裂病と考える‘
かは議論の余地ある所であるが今は是を一応精神分
裂病と考える。その理由は第 3章で述べよう。
第 2例安O祥，合， 33才，職業，会社員
現在歴，昭和 26年 10月より Neo-agotinを静注
するようになったが，その量は差程多くなく最高日
に 30筒であるが注射は不規則で毎日という訳でな
く，叉金に困つて薬の買えない時とかp 自発的に注 
射を止めようとすれば，いつでも中止出来たという。
昭和 27 年 2~3 月頃より元気がなくなり，時折註然
と考え込んでいる時があり，叉その頃より特に夜間
になると独語が多くなり「家の外で誰か自分を呼ん
でいる Jr芦で色々と命令して来るので自分の思う
ように行動が出来ない Jr夜寝ょうとすると誰かが
自分の首を締めようとする，今にも死んで了うかと
思うと緩めてくれる」などと言い，落付きがなくな
った。 5月頃迄はど5"n:か仕事が出来たがその頃か
ら「食物の中に毒がある J r妻が他の男と関係して
2万円貰った Jと言って，家人や妻に乱暴をする。
叉当時窃盗事件の嫌疑をかけられて暫く会社を休ん
だために賊首されたが，それからは仕事をせず，ぷ
らぶらして日を過すようになった。 8月頃になると
「家に帰って来ると，尚更声が沢山聞えて来る Jとい
って頻に出歩くようになり夜は野原や寺院，駅の構
内等にごろ寝する。知人民会うと誰彼に拘らず金を
借りては食事を済ませ家Iζ帰ることは少なくなっ
た。(乙の頃は Neoagotinを買う金にも困っていた
し，注射は殆んどしないか，しでも時折であろうと
いう)10月に入ってからは全く帰宅せず，俳佃，放
浪していたが 10月 10日午前 3時 30分頃，支那そば
露天商に毒が入っていると暴行し，叉同時に売上金
850円を強奪した嫌疑で逮捕された。昭和 27年 10
月 25日検事より精神鑑定の依頼あり，大学神経科に
入院，診断，精神分裂病，同年 11月 26日退院し，
精神衛生法の適用に依り中村病院に即日入院。
λ院時所見 入院後も不安で室内及び廊下を俳佃，
煙草を要求し拒むと反抗的態度を示す。扉を蹴った
り叩いたりして退院を要求したが同年 12月 30日頃
より比較的落着き，以前幻視，幻聴，関係，被害及
び追跡妄想のあった乙とを認めるが現在は否定，考
え方は自己中心的で，強く帰宅を要求し以後扉を殴
打，蹴る等して説得しても肯んじない。昭和 28年 1
月 14日，軽快の転帰を以って退院。
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者察 本例は覚醒アミン注射後精神症状を呈した点
から一見覚醒アミン精神病のような観を呈するが，
覚醒アミン注射は毎日連続という訳でなく従ってそ
の慣用者とは言えようが中毒者とは考えられぬ。従
って本例に見られる精神症状は一応覚醒アミンと切
り離して考えるべきであろう。而して本例はその証
状より精神分裂病と考える。
第 3例鹿O光O助，合， 30才，職業，農
現在歴，昭和 22年 10月，復員して以来，晩酌 2
合位(主として濁酒〉を毎晩飲んでいた。昭和 25年
頃からヒロポンをうち始めたが月 r4~5 四位で 1c.
日 4~5 本，多くとも 10 本位，自分で静注していた。
注射して一時は痩せたこともある。ヒロポンは昭和
27年 9月頃からやめたが同年暮頃から正月 9日頃
にかけて殆んど毎日酒平均 5合位飲んでいた。 10日
早朝，自転車で外出，本千葉警察署に飛び込んで訳
の分らぬことを言ったという。(乙の日は朝から飲
んでいなかった)ーその後時々「済まぬ Jr申し訳がな
いJrだまされた jなどと言い，落付きなく部屋の中
を俳佃したり，急に喋べり出したり妙な手つきをし
たりする。食事も殆んど摂らず。昭和 28年 1月 10
日，中村病院へ入院。 泊
入院時所見第  3表，初診時証状概要参照
尚質問lと際して明確な答は得られなかったが，意
識障害はないようで、ある。
経過， 1月 15日，本人の陳述に拠ると 1月 9日の
夜，船橋へ行ってヒロポン 10本程打ち，それ迄は 1
カ月間位ヒロポンをうたなかったという。 1月 17 
日の問診に拠ると，ヒロポン注射は 1回 10本位を 1
週 2回位うち，中断すると倦怠感を覚えるといい，
酒は 3~4 合，焼酎を毎日ではないが，ちょいちょい
飲む。暮からは毎日続けて飲んだといい，妄覚妄想
は以前あったことを認めるが現在は否定する。同年
2月 3日，柏々口が重く，問に対する答，動作等活
濃を欠く程度で不全寛解の転帰を以て退院。
者察 本例は酒，覚醒アミンを殆ど同程度に用い覚
醒アミンに依るものか酒に依るものかは速断し難い
が，発病直前には覚醒アミンの注射量が減少したの
に反し酒量が相当増加したことから一応ア Jレコ{ル
に因るものとして酒精幻覚妄想病と考えた。
第 4例生O末0，合， 25才，職業，館屋
現在歴，昭和 27 年 10 月からヒロポンを時折 1~2
cc注射する ζ とがあったが，この頃から夜眠れなく
なり，嫉妬深くなり「妻は姦通している。男がいる j
と言い出し，事毎に邪推するようになり，雑誌に妻
の情人名が出ているといって雑誌を燃したり，叉縁
の下lζ3時間程もくやっていたこともある。昭和 28
年 1月になってからは始終ナイフを持参し「妻を殺
すjと言い家主が是れを止めると「家主と妻とが関
係している Jと言い「家主を殺す Jと言い出す。外
でちょっと音がしても誰かが来ていると身構えをし
妻を連れて外lζ出て見 7こり，下駄を全部集めて見た
りする。仕事はしたりしなかったりで漸次妻に対す
る暴行がひどくなって来た。かかる状態で昭和 28
年 3月 5日中村病院に入院した。
入院時所見 第 3表，初診時証状概要参照
経過，入院直後「妻K暗号を託す Jと言い興奮状
で、あったが 2~3 日後柏、々沈静， 3月 10日逃走企図 
あり， 3月 29日逃走， 3月 30日逮捕し帰院，以後
漸次落付き 6月 17日には峡妬妄想を訂正，病識も現
われ， 7月 1日完全寛解の転帰を以て退院。
者察 本例は覚醒アミン幻覚妄想病と精神分裂病と
の鑑別で問題となる所であるがヒロポン注射の量，
余りにも少なく，更に症状はヒロポン注射開始の頃
に現われて来たことより先ず精神証状が初発してそ
の為にヒロポンの注射もするようになったと考える
のが妥当であろう。因って余は是を精神分裂病と考
える。
第 5例‘小011碕O夫，合， 21才，職業，農
現在歴，高等小学を卒業したが成績は悪く「怠休J
が多く刺青を施して教師に叱責されたことあり，高
等小学校卒業後父と共に雇人夫として 1年程働らい
rこが是を嫌い仕事を休み叉家庭を離れて暮すように
なった。近所の露天商人に伴われてその手伝いをし
ながら居所を転々と変え，始めは近所の社寺の祭礼
に出向く程度であったが次第に関東近県や東北地方、
に迄出掛けて商売をするようになった。布類を主と
して販売したが 18才頃には東京の同業者の間で賭 
博を覚えた。露天商の仕事がなくなると日傭人夫を
して生活 Grこ。性格は極めて内気且陰気な位寡言で
我億な点が百立ち，素直な所のある一面怖しく強情
でいうととをきかないことがある。露天商をするよ
うになってからヒロポン注射を覚え(昭和 23年頃〉
爾来常用するがその量は一定せず， 30筒を 1日l乙用
いる ζともあるが，全く注射しない日もあり，注射し
ないことは，左程苦痛ではないという。ヒロポン慣
用に因る幻覚や妄想は否定する。然レ注射時lζは爽 
ー快，明朗となり禁断時には疲労感・倦怠感を発して
略々慣用者の域にあったと思われる。昭和 27年 9
月 28日友人の許で午前中 8筒，午後 6筒のヒロポン
•• 
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を注射したが，最後に注射した 2本は他のものと異 [2J 左右の比較
なりレッテノレを欠き容量も異なるものであったが之
を施用後悪心，胸内苦悶を覚えたので帰宅就寝した 群 Ir f#ト計
が猶も苦痛は持続し家族に介抱を乞うたが仲々起き 等大 121例(91.3%)128例(96.6%)149例(94.2%) 
1例 1
てくれないので，突如として憤激し十能を振り上げ 左>右 10/1( 0 %)1 1 3.4%)1(1.9%) ¥3例/1 ( 
12例 ((5.8%)て威したが両親が驚ろいて逃走したので遂に衝動的 左く右 12 /1( 8.7%)1 0 0 %)1(3.8%)J/1( 
に自家t乙火を放った。尚悪心，胸内苦悶，食欲不振等 
は9月30日頃迄持続したという。斯くて精神鑑定 全体を通じ大体に於いて左右差は認められない。
の為，昭和27年 10月8日に本学当科に入院した。[3 J形態
入院時所見並に経過
入院中幻覚，妄想を否定，計算能力不良，知識貧 1 告げ----mj 計
弱で Wechshler-Bellevue法改訂知能診断テスト 正門 19例(82.7%)!26例(89.7%)1必例(86.5%)
を試みると言語テストが動作テストを凌駕し，各機 不(左 1011(0 %)1 0グ(0 %)10グ(0%)17例
正{右 /2グ (8.7%)/1グ(3.4%)/3グ (5.8%))(13.5 
，
/1( 
()12(8.7%)1'¥，. /1 
である。尚大阪78能は不均衡であって知能指数は 
6.9%)/41A '¥~/(¥c:. . 0--1--J-....u-I()1左右共/2l '7~/ n/_，1 %)/1(7.7%))i '7'7 市式知能検査に拠れば，得点48点，知能年令11才 
6ヵ月で知能指数は 72である。性格は教育衛生研
究所式心情質問診法に依ると「意志欠如型Ji自己顧 
示性J K偏{奇徴標を示し「爆発型J K固有徴標を示
し f過感性J及び「無力性J K反対徴標を示した。
入院中著変なく昭和27年 11月6日lζ退院した。
考察 本例は精神病質人格像を有する魯鈍者が偶々
大体に於いて形態にも変化は認められない。
[4J 対光反応
「I 群 [rr 群(計
迅速14例(60.9%)113例(44.8%)127例(51.9%)
遅 I611(26.1%)11011(34.5%)1161/(30.8%)i25例
覚醒アミンの慣用者になったもので，その主要なの
は魯鈍であり，診断は魯鈍とすべきものと考える。
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I. 瞳孔所見に就て
工群と E群を比較するに
 
[1J大き

中等大 114例(60.9%)1 6例(20.7%)120例(38.5%)
散瞳 1.81(34.8%)12211(75.9%)130 (57.7%)グ/.~. ~-~.:~~~/~~.. ~.:.~/~// 
縮瞳 1 1/1( 4.3%)1 11/(3.4%)1 211(3.8%) 
I ...I • -'1 
覚醒アミン慣用者は若年者に多く，瞳孔の大きの
年令と共に減少する乙とは Tange，Keddaeusの報
告する所であり，為にその合計l乙於て散瞳の多いの
は当然のようにも考えられるが， 工群の平均年令は
21才11カ月で， TI群の平均年令24才2カ月に比し
若い集団であるにも拘らず散瞳のものが8例 (34.8
%)でE群の 22例 (75.9%)に比し少ない乙とは単
に若年の為のみとは言えず尚計に於いて 52名中 30
名即ち 57.7%に散瞳を認めた乙とは，覚醒アミンは
瞳孔を散大せしめる作用があると考えてよいであろ
う。是 MorrisHerman and Sim'on H. ]'、~agler の
報告と一致する所である。
1 4.3%)1 31111(不充分 
欠如12グ(8.7%)1 311(削%)1511(9.6%)) %) 
52例中迅速のもの 27例，遅いもの 16例，不充分な
もの 4例，欠如するもの 5例で兎に角対光反応に異
常あるもの 25例 (48.1%)を算す， 即ち覚醒アミン
は対光反応に異常を起きしめると考えられる。 
11.他の精神病特に精神分裂病との関連性に就て
覚醒アミン慣用者であり然もその本能は他の精神
病と考えるを至当とするものはE群に於いて 5例挙
げたが，乙の中，特lζ問題となるのは第1例，第2
例，及び第4例lζ於ける精神分裂病との鑑別であろ
う。財団法人復光会発行の「ヒロポン中毒に就てj
第2輯(総武病院での観察〉に依れば「覚醒剤中毒
の後遺症として入院後覚醒アミンを廃用して尚精神
証状が治らないで 1年， 2年と続いているものもあ
り，反対に覚醒剤使用中には全然、精神障害がなく廃 
用と共K或は廃用して 1年以上経過してから精神証
状が出現して来る場合もある。何れにせよ我々は-
応注射を廃用して 3カ月以上経過している時期にこ
のような精神障害を示している人を覚醒剤中毒遺残
精神病と呼んでいる J i内には常用中全然精神症状
がなく廃止と共に又は数カ月以上経過して精神症状
が発足したものもあるjといい，更に「覚醒剤の後
遺症中氏は著しい精神症状を示すような例では相当
{l0.3%)1 411(7.7%)i(48.1 
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長期間に亘って，血糖値が高く肝臓や副腎等の機能
等にも明らかに障害を示すものがあり，機能の変化
に伴なって精神症状に動揺を示すような例もある。
覚醒剤の各臓器への影響や身体機能の平衡失調が， 
その身体的lζ叉精神的にどのような影響を長期間に
亘って示されるか叉その精神神経様症状が，とうし
Tこ機能的な障害を全く除外した純然、たる心的理由民
起因して発現している症状と言い得るものであるか
否かは今弦では結論し得ないjと述べている。勿論
余はこのような考えを全面的に否定するものではな 
いが，覚醒アミンは戦後社会のあらゆる階級，あら
ゆる地方lζ浸潤したことは序論に述べた所で，誰で
も容易に之を手にすることが可能な状態にあったも
のである。従って第3例の如く慢性酒精中毒者が之
を試みる場合もあろうし，第 5例の如く魯鈍者が之
を注射する場合もあろう。従って精神分裂病者が之
を偶々用いることがあっても事も不思議ではない。 
殊に発病当時は単lζ無意味に之を用いる乙ともあろ 
うし，意志の被影響性が允進して人の真似をすると 
とも考えられる。覚醒アミン慣用者が精神証状を発 
呈したからといって直ちにその精神証状を覚醒アミ
ンと直結して考えることは相当慎重を要するので、は
あるまいか。台，江副，加藤氏等は「その主Tこる中
毒症状である精神症状が，他のいかなる薬物中毒R. 
みるよりも，精神分裂病に類似していること，換言
すれば，精神分裂病に類似の精神症状が人工的につ
くり出されたのを知ったことに深い興味を覚えたJ
と述べているが又一方に於て「乙れらの患者が慢性
覚醒剤中毒の他l乙分裂病を合併しているか， もしく
は分裂である可能性も全く除外できないJとも述べ
ている。余は酒精精神病lと於いてその精神障害が分
裂病像を皇し，然も酒精を中断しでも長くその病像
が継続する場合，是等の証状が起るのが素質的に劣
弱な負因があって中毒の為に影響を受けてこの負因
が顕現されて起るとの立場を取るものである。従っ
て覚醒アミン精神病K於いても余は同じ立場に立つ
ものである。
主主で余の精神分裂病に対する見解を明らかにして
おく必要があるが，精神分裂病の概念は今日尚混沌
として一時的又は周期的に分裂病の証状を呈するだ
けで，其の後l乙何等異常を示さないものも分裂病と 
し，従って分裂病症候群に対して分裂病と名付ける 
人もあり或は進行麻痔，脳腫蕩，中毒精神病，伝染病 
経過中に現われる分裂病様証状応対して症候性分裂 
病という人もあり，従って分裂病も単に何物かの不明 
な原因lζ対する大脳の反応lζ過ぎず，その原因が明
瞭となるに従って分裂病なる独立の疾患は消滅する
のではないかと極言する人もある。既に Hocheは
Kraepelinの精神病学的体系に反対し，分裂病も操
欝病も独立した疾患でなく未だ不明な種々の原因K
対する個人の反応形態の一つの現れに過ぎないと述 
べている。余は精神分裂病を症候群とも叉 Hocheの
言う個人の反応形態の現れとも考えず是を一つの疾
患単位としてでなく eineGruppe von Schizophr~ 
enienとして考えている E.Bleulerと全く同じ立
場を取るものである乙とを附記しておく。
第 4章総 括
余は覚醒アミン慣用者 81例に就き統計的観察を
試み特にその瞳孔所見K就き次の如き結論を得，叉
精神分裂病との関連性に就ては下の如く考える。
(1)覚醒アミン慣用者lζは瞳孔に於て
57.7%の割に散瞳を認め，
48.1%の割に対光反応の異常を認めた。
(2)我国民於いて覚醒アミン精神病の遺残精神病の
中分裂病像を呈するものとして報告されているも
のの中Kは，分裂病者が偶々覚醒アミンを慣用し
た場合もあるであろうし又は分裂病が覚醒アミン
Kよって誘起されたものも混入していると考えら
れ，覚醒アミン精神病の分裂病像を呈する遺残精
神病という場合には相当慎重を要するものと考え
る。
摘筆するに当り懇切なる御指導と御校閲の栄
を賜わった思師荒木直射教授に深甚なる謝意を
捧げます。
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